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宮 監 第 １ ９ 号 

令 和 ７ 年 ９ 月 ８ 日 

 

 

一 宮 町 長  馬 淵 昌 也 様 

 

一宮町監査委員 森田  善宏 

一宮町監査委員 宇佐美 信幸 

 

 

令和６年度一宮町農業集落排水事業会計決算審査意見書について 

 

 地方公営企業法（昭和 27 年法律第 292 号）第 30 条第２項の規定により、審査に付され

た令和６年度一宮町農業集落排水事業会計の決算並びに関係書類を一宮町監査基準に基づ

き審査した結果、次のとおり意見を付して提出する。 

 

意  見  書 

 

１．審査の対象 

 一宮町農業集落排水事業会計 

 

２．審査の期間 

  令和７年８月 19日 

 

３．審査の場所 

  一宮町役場 ４階 議員控室 

 

４．審査の方法 

  決算書類が地方公営企業法等に準拠して作成されているか、計数は正確か、併せて本

事業が地方公営企業法第３条に規定する経営の基本原則に基づき、適正かつ効率的に運

営されているか等に留意し実施した。また、例月出納検査や定例監査時における検査事

項を参考にするとともに、関係職員から詳細な説明を聴取し、総合的に審査を実施した。 

 

５．審査の結果 

  関係各書類は地方公営企業法その他関係法令に準拠して作成されており、計数は諸帳

簿と合致し正確であった。また、担当者から詳細な説明を受け、適正に執行・運営され

ているものと認められた。 
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６．決算の概要 

（１）業務の状況 

令和６年度の処理区内人口は、2,092人で前年度から 19人の増となり、使用料徴収の

対象となる有収水量は 231.302㎥で前年度△3.3%の 7,778㎥減となった。 

 

 

（２）決算報告 

 ① 収益的収入及び支出 

収益的収入は、予算現額 1億 6,133万 2,000円に対して、決算額は 1億 6,316万 5,585

円となっている。これは主に、営業収益の施設使用料が予算現額より増収したことが要

因である。 

収益的収入

区分 予算現額 決算額
予算額に比
べ決算額の

増減
収入率

決算額の
構成比

第１款　農業集落排水事業収益 161,332,000 163,165,585 1,833,585 101.1 100.0

　第１項　営業収益 43,262,000 45,765,654 2,503,654 105.8 28.0

　第２項　営業外収益 118,070,000 117,399,931 △ 670,069 99.4 72.0

（単位：円、％）

 

収益的支出は、予算現額 1億 5,218万 7,000円に対して、決算額は 1億 5,067万 4,033

円となっている。予算現額に対する執行率は、99.0%であり、不用額は 151万 2,967円と

なっている。不用額の主なものは、営業費用の処理場費であり、施設維持管理に伴う光

熱水費や修繕料などの実績に伴う執行残である。 

 

区 分 令和６年度 令和５年度 増 減 増減率(％)

年度末行政区域内人口(人) 4,040 4,030 10 0.2

年度末処理区域内人口(人) 2,092 2,073 19 0.9

普及率（％） 51.8 51.4 △0.5 △1.0

年度末水洗化人口（人） 2,092 2,073 19 0.9

水洗化率（％） 100 100 0 0.0

有収水量（㎥） 231,302 239,080 △ 7,778 △ 3.3
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収益的支出

区分 予算現額 決算額 不用額 執行率
決算額の
構成比

第１款　農業集落排水事業費用 152,187,000 150,674,033 1,512,967 99.0 100.0

　第１項　営業費用 140,418,000 138,910,404 1,507,596 98.9 92.2

　第２項　営業外費用 2,261,000 2,260,713 287 100.0 1.5

　第３項　特別損失 9,503,000 9,502,916 84 100.0 6.3

　第４項　予備費 5,000 0 5,000 0.0 0.0

（単位：円、％）

 

 ② 資本的収入及び支出 

資本的収入は、予算現額 5億 7,278万 3,000円に対して、決算額は 5億 6,282万 9,686

円となっている。 

資本的収入

区分 予算現額 決算額
予算額に比
べ決算額の

増減
収入率

決算額の
構成比

第１款　農業集落排水事業資本的収入 572,783,000 562,829,686 △ 9,953,314 98.3 100.0

　第１項　企業債 216,500,000 209,500,000 △ 7,000,000 96.8 37.2

　第２項　県補助金 321,152,000 310,678,686 △ 10,473,314 96.7 55.2

　第３項　他会計補助金 16,001,000 16,001,000 0 100.0 2.9

　第４項　負担金 19,130,000 26,650,000 7,520,000 139.3 4.7

（単位：円、％）

 資本的支出は、予算現額 5億 7,584万 6,000円に対して、決算額は 5億 5,838万 6,963

円となっている。予算現額に対する執行率は 97.0%であり、翌年度繰越額は 1,545万 7,750

円である。これは、原地区処理場の改修事業に伴う未執行額を次年度に繰越すものであ

る。 

資本的支出

区分 予算現額 決算額
翌年度繰越

額
不用額 執行率

決算額
の構成

比

第１款　農業集落排水事業資本的支出 575,846,000 558,386,963 15,457,750 2,001,287 97.0 100.0

　第１項　建設改良費 537,811,000 520,352,210 15,457,750 2,001,040 96.8 93.2

　第２項　企業債償還金 28,035,000 28,034,753 247 100.0 5.0

　第３項　その他資本的支出 10,000,000 10,000,000 0 100.0 1.8

（単位：円、％）
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（３） 経営状況 

 総収益は、1 億 4,104 万 628 円で、その主なものは営業外収益の他会計補助金及び長

期前受金戻入である。総費用は、1 億 4,651 万 1,989 円で、その主なものは営業費用の

減価償却費である。以上により、総収益と総費用を差し引いた△547 万 1,361 円が純損

失である。 

損益計算書 （単位：円）

区分 収益 費用 利益／損失

営業 41,605,140 134,487,584 △ 92,882,444

営業外 99,435,488 2,521,489 96,913,999

特別 0 9,502,916 △ 9,502,916

合計 141,040,628 146,511,989 △ 5,471,361  

 

（４） 剰余金計算書及び剰余金処分計算書 

① 剰余金計算書 

 ア 資本金 

  前年度処分後残高は、3 億 790 万 8,285 円で、当年度変動額がないため当年度末残

高が同額である。 

イ 資本剰余金 

 ・他会計負担金 

前年度末残高は 437 万 4,204 円で、当年度変動額がないため当年度末残高が同額

である。 

   ・国県補助金 

前年度末残高は 7,773 万 2,848 円で、当年度変動額がないため当年度末残高が同

額である。 

   ・工事負担金 

前年度末残高は 1,242 万 5,873 円で、当年度変動額がないため当年度末残高が同

額である。 

ウ 利益剰余金 

  前年度末残高は 1,608 万 1,722 円で、当年度 547 万 1,361 円の純損失が生じたこ

とにより、当年度利益剰余金は 1,061万 361円である。 

 ② 欠損金処理計算書 

 ア 資本金 

当年度末残高は 3億 790万 8,285円で処分がないため、処分後残高が同額である。 

イ 資本余剰金 

当年度末残高は 9,453万 2,925円で処分がないため、処分後残高が同額である。 

ウ 未処理欠損金 

当年度末残高は△547万 1,361円で利益積立金を同額取り崩すため、処分後残高は 0

円である。 
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（５） 賃借対照表 

 ① 資産の部 

   資産は固定資産 20 億 8,674 万 5,640 円、流動資産 5 億 8,158 万 78 円で、資産合計

は 26億 6,832万 5,718円である。固定資産の主なものは、建物、構築物、機械及び装

置である。流動資産の主なものは、現金預金である。 

 ② 負債の部 

  負債は固定負債 3億 454万 3,775円、流動負債 5億 5,077万 6,993円、繰延収益 13

億 9,995万 3,379円で、負債合計は 22億 5,527万 4,147円である。 

 ③ 資本の部 

  資本は資本金 3億 790万 8,285円、資本剰余金 9,453万 2,925円、利益剰余金 1,061

万 361円で、資本合計は 4億 1,305万 1,571円である。 

 

（５） キャッシュフロー計算書 

業務活動によるキャッシュ・フローは 4億 9,354万 1,438円、投資活動によるキャッ

シュ・フローは△1 億 8,601 万 1,823 円、財務活動によるキャッシュ・フローは 2 億

841万 7,459円で、資本期末残高は 5億 3,291万 3,958円となっている。 

 

７．おわりに 

今後の事業運営については、処理区域内の人口減等、処理収益の増加が見込めない中、

老朽化した施設の改修に取り組んでいかなければならない。財源確保に努めるとともに、

計画的・効果的な事業を推進することで、持続可能な運営に努められたい。 

 

以 上 


